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４月１日 現在 前月比

男 7,263人 (－52)

女 7,479人 (－54)

計 14,742人 (－106)

世帯数 5,290戸 (－12)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ８人
死亡…… 19人
転入…… 34人
転出…… 129人
婚姻…… ５組
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再生紙を使用しています。

ドキドキ☆ワクワク学校生活
爽やかな青空が広がる４月７日、市内小学校で入学式が

行われました。宮沢小学校では5人の新１年生が入学。ち
ょっと緊張しながら式を終えて教室に入ると、ほっとした
のか元気な声が飛び交います。先生からリボンのかかった
教科書が手渡されると「おもい！」と言いながらもうれし
そう。真新しいランドセルにさっそく入れて、ふたを何度
も開け閉めしていました。「おめでとう」の文字が飾られ
た教室で、５人の新たな学校生活がスタートします。

（４月７日 宮沢小学校入学式にて)



令和４年度の主な事業を
４つのプロジェクトと
４つの視点で紹介

４つの重点プロジェクト
１．ふるさと一番！定住促進プロジェクト
企業の雇用拡大、教育と産業の密接な連携に加

えて、暮らしやすさの創造を推進しながら、若者
の地元定着と回帰につながる取組みを進めます。

２．あのまちで暮らしてみたい！
移住促進プロジェクト

多様な働き方を実現する環境づくりと、暮らし
の拠点として選ばれる魅力の創出に取り組み、尾
花沢ファンから移住実現につながるための総合
的な支援を展開します。

３．子育て日本一への挑戦！
子育て応援プロジェクト

出会いや結婚の支援と安心して子どもを産み
育てる環境の整備、さらには新しい時代をけん引
できる力を育む教育を展開し、地域全体で子育て
を応援します。

４．生涯幸せ！健康長寿プロジェクト
つながり、健康増進、生きがいづくり、市民の

生命を守る取組みの連携を図り、地域で支え合う
暮らしを通じて人生を全

まっと

うする健康長寿のまち
づくりを進めます。

SDGｓに着目した４つの視点
①自治体ＤＸに関する事業
②持続可能な都市づくりに関する事業
③環境やクリーンエネルギーに関する事業
④徳良湖周辺に関する事業
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【なぜSDGｓに着目するの？】
SDGｓ（持続可能な開発目標）は、「誰ひとり取

り残さない」社会を実現するために、世界各国が
一丸となって達成を目指しているものですが、私
たち一人ひとりが実現に向けて主体的に行動して
いかなければなりません。
そのため、SDGｓに関連した視点にも着目し、

「誰もが幸せを実感でき、将来にわたって持続的に
発展できるまちづくり」を進めます。

←次ページからは、それぞれの主な事業に
ついて詳しく紹介していきます。
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▲基幹集落センター内の多目的ホール(屋
内遊戯場予定箇所)。子どもたちがいつで
も安心して楽しく遊べる場所としても整備
していきます。

■若者地元回帰対策事業【継続】140万円
＜定住応援課＞
学校や地元企業等との連携によるジモト大学等の開催など、
若者の定着回帰のきっかけづくりに取り組みます。

■親元就農支援事業【新規】200万円
＜農林課＞
農家の後継ぎへの支援を通して、農業者の定着を目指します。

■デジタル人材育成支援事業【新規】40万円
＜商工観光課＞
やまがたＡＩ部コンソーシアムの協力を得ながら、実践的な
ＡＩプログラミングの習得に取り組み、デジタル人材の育成を
目指します。

■ふるさと尾花沢応援基金事業【拡充】12億5,233万円
＜定住応援課＞
ふるさと納税を通して、尾花沢のファン拡大を目指します。

■移住推進事業【継続】324万円
＜定住応援課＞
メディア等を活用した情報発信、移住体験ツアーの開催など、
移住に向けたきっかけづくりに取り組みます。

■徳良湖自然研修センターリニューアル事業【新規】800万円
＜商工観光課＞
さまざまな人々が集う拠点｢コワーキングスペース｣を整備し、
新しい働き方や創業を後押しします。

■基幹集落センター屋内遊戯場整備事業【新規】400万円
＜商工観光課＞
子どもたちが天候に左右されることなく、思いっきり体を動
かして遊ぶことができる環境を整備します。

■産後ケア事業【新規】26万円
＜健康増進課＞
家族などからのケアを十分に受けられない、産婦や乳児への
心身のケアを通して、母子の健康増進を図ります。

■校務用パソコン等整備事業【新規】1,092万円
＜こども教育課・教育指導室＞
校務用パソコンの更新に合わせて、児童生徒の成績や健康状
態などを一元管理できる｢統合型校務支援システム｣を導入し、
教育の質の向上を目指します。

■全国瞬時警報システム自動起動装置等整備事業【新規】1,872万円
＜防災危機管理課＞
Ｊアラートに入った情報を自動配信するシステムを更新。災
害情報の自動配信を通して、市民の生命と財産を災害から守り
ます。

■高齢者社会参加促進事業【継続】1,237万円
＜福祉課＞
普通自動車運転免許証を持たない65歳以上の方を対象にした
｢おもいやりタクシー券｣の交付を通して、高齢者の生活の利便
性向上と福祉の増進を目指します。

■消防団員の確保【拡充】2,975万円
＜消防本部＞
消防団員の処遇改善(年額報酬と出動報酬の引き上げ)を通し
て、消防団員の確保に努めます。

▲いざという時に出動し私たち住民の安全
安心を守る消防団員は、地域に欠かせない
存在。処遇改善を図り、さらなるモチベー
ションアップと団員の確保を目指します。

▲市の基幹産業である農業の維持・発展の
ために、様々な支援で後継者の確保に努め
ています。

▲昨年度新たに始まった「ジモト大学」。地
域の大人が先生となり、若者の学びと市内
就職へのきっかけづくりに取り組みます。

▲年に数回開催している移住者向けのオン
ラインツアー。インターネットを通して尾
花沢の日常を体験してもらい、尾花沢に来
てみたくなる仕掛けをしています。

４つの
重点プロジェクト

「このまちで ともに 生きる しあわせな時を刻むまち 尾花沢」の

実現に向けて、４つの重点プロジェクトを掲げ、時代の流れを捉え

ながら、ライフステージごとに変化する市民ニーズに寄り添ったま

ちづくりを進めます。

令和４年度 主な事業

ふるさと一番！
定住促進プロジェクト１

あのまちで暮らしてみたい！
移住促進プロジェクト２

子育て日本一への挑戦！
子育て応援プロジェクト３

生涯幸せ！
健康長寿プロジェクト４
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令和４年度 主な事業

▲昨年５月に尾花沢小学校で行われた｢ゼ

ロカーボンシティ宣言」。地球温暖化防止

とカーボンニュートラルの実現を目指し、

再生可能エネルギーの活用とエネルギーの

地産地消化に向けた取り組みを進めていき

ます。

■儲かる農業支援事業【継続】1,100万円

＜農林課＞

スマート農業推進への支援を通して、農地の営農継続・若手

農業者の確保を目指します。

■図書館リニューアル事業【新規】10万円

＜社会教育課＞

セルフレジの導入や会員カードの電子化を通して、図書館の

利便性向上を目指します。

■スマート自治体推進プロジェクト事業【拡充】―円

＜総合政策課＞

デジタル技術が地域課題の解決につながるよう、ふるさと大

使の太田渉子さんが所属しているソフトバンク㈱との連携を強

化します。

■公共交通再編事業【拡充】1,225万円

＜市民税務課＞

路線バスに代わる新たなタクシー補助事業｢おばくる｣のエリ

ア拡大等を通して、生活交通ネットワークの確保を目指します。

■まちなか空き家再生事業【新規】403万円

＜建設課＞

市が中心市街地の不良住宅を解体し、その土地を宅地として

供給することで、より良い定住環境を整備します。

■尾花沢ＩＣ周辺施設整備概況調査事業【新規】50万円

＜建設課＞

東北中央自動車道の全線開通を見据え、新拠点施設の整備を

検討します。

■堆肥センターリニューアル事業【新規】1,518万円

＜農林課＞

資源循環型農業を推進するため、堆肥センターの設備を改修

して施設の長寿命化を図ります。

■新エネルギー設備導入補助金【拡充】162万円

＜環境エネルギー課＞

市民が太陽光発電設備や木質バイオマス燃焼機器、太陽熱利

用装置、地中熱利用空調装置、雪氷熱利用設備を導入する場合

に助成し、地球温暖化防止とカーボンニュートラルの実現を目

指します。（R４年度より蓄電池・Ｖ２Ｈ設備も対象に追加）

■学習情報センター整備事業【拡充】3,173万円

＜社会教育課＞

Wi-Fi環境構築や照明設備LED化工事を行い、環境に配慮し

た生涯学習等を行えるよう整備します。

■徳良湖周辺施設整備事業【拡充】890万円

＜商工観光課＞

花畑の造成やグラウンドゴルフ場、パークゴルフ場の拡張な

どを通して、徳良湖の新たな魅力創出を目指します。

■基幹集落センター屋内遊戯場整備事業事業【再掲】400万円

＜商工観光課＞

子どもたちが天候に左右されることなく、思いっきり体を動

かして遊ぶことができる環境を整備します。

■徳良湖自然研修センターリニューアル事業【再掲】800万円

＜商工観光課＞

さまざまな人々が集う拠点｢コワーキングスペース｣を整備し、

新しい働き方や創業を後押しします。

▲花の植栽を通して徳良湖の景観整備を

行っていきます。

▲昨年開催された、自動水まき・農薬散布

機の実演。スマホから指示データを送信す

ることで機械が自動的に作動し、人に頼ら

ない農作業が実現。農業も今やデジタルの

時代に！

▲昨年廃止となった牛房野線路線バスに代

わり、新たに始まった公共交通サービス「お

ばくる」。自宅と尾花沢市街地とをつなぐ

「足」として注目されています。

徳良湖周辺に関する事業４
視点

持続可能な都市づくりに
関する事業２

視点

環境やクリーンエネルギー
に関する事業３

視点

自治体DXに関する事業１
視点

▲徳良湖の雄大な自然を眺めながらのプ

レーは最高！

重点プロジェクトのほか、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

に関連した視点に着目し、「誰もが幸せを実感でき、将来に

わたって持続的に発展できるまちづくり」を進めます。

[自治体ＤＸとは]

デジタル技術を活用しながら、行政手続

きの簡略化や新しい価値の創造に取り

組み、住民の利便性向上を目指すことを

いいます。
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振
興
計
画
の

本
格
稼
働
に
向
け
た
予
算

の
処
遇
改
善
な
ど
に
予
算
を
重
点

配
分
し
ま
し
た
。

時
代
潮
流
に
対
応
し
た

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
へ

徳
良
湖
自
然
研
修
セ
ン
タ
ー
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
様
々
な
人
々
が
集

う
拠
点
｢コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
｣

を
整
備
し
て
、
新
し
い
働
き
方
や
創

業
を
後
押
し
し
ま
す
。

農
家
の
後
継
ぎ
へ
の
支
援
と
し
て
、

親
元
に
就
農
し
た
方
へ
の
激
励
金
を

創
設
し
ま
す
。

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

の
た
め
、
｢お
ば
く
る
｣の
エ
リ
ア
拡

大
等
、
公
共
交
通
の
再
編
を
進
め
ま

す
。中

心
市
街
地
の
不
良
住
宅
を
解
体

し
、
そ
の
土
地
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
、
ま
ち
な
か
空
き
家
再
生
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
践
的
な

Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
習
得
に

取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
太

陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
に
対
す
る
助
成
を
拡

充
し
ま
す
。



㈱
ト
キ
ワ
プ
ラ
ス
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
型
加
工
部
品
の
企
画
製
造

販
売
を
主
力
と
し
、
現
在
、
尾
花
沢

市
の
第
一
工
場
を
含
め
、
４
つ
の
生

産
拠
点
に
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
東
北
中
央
自
動
車

道
に
隣
接
す
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

い
福
原
工
業
団
地
へ
事
業
を
一
部
集

約
す
る
た
め
、
用
地
を
購
入
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
24
日
、
市
役
所
と
㈱
ト
キ
ワ

プ
ラ
ス
本
社
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
つ
な
ぎ
、
調
印
式
を
行
い
、
売
買

契
約
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
た
び
購
入
し
た
土
地
に
新
設

す
る
工
場
は
、
来
年
夏
頃
完
成
す
る

予
定
で
す
。

令和２年３月で閉校となった旧鶴子
小学校を、地域の要望により「鶴子交
流施設」としてリニューアルオープン。
３月27日にオープニングセレモニー
が開催されました。

※撮影のため、一時的にマスクを外している写真があります。
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旧
鶴
子
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
す
る
た
め
、

渡
り
廊
下
雨
漏
り
改
修
や
合
併
浄
化
槽
新
設
、

ト
イ
レ
洋
式
化
な
ど
の
工
事
を
行
い
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
使
え
る
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
今
後
は
体
育
館
を
含
む
１
階

部
分
を
、
地
区
民
の
交
流
の
場
と
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
に
は
、地
区
民
約
40
人
が
参
加
し
、テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
住
民
自
ら
企
画
し

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
元
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
藤
皓
平
さ
ん
の
チ
ェ
ロ

と
古
藤
拓
さ
ん
の
ギ
タ
ー
、
市
内
の
有
志
で
結

成
さ
れ
て
い
る
〝
イ
ブ
ニ
ン
グ
バ
ン
ド
〞、
さ
ら

に
菅
根
市
長
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
合
わ
さ
っ
た

「
童
謡
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
奏
が
披
露
さ
れ
、
地

区
民
は
演
奏
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、
心
温
ま
る

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲テープカット

３月16日深夜に発生した地震。尾花沢市では特に被害が大き
かった宮城県大崎市と福島県相馬市に対し、給水活動など災害支
援を行いました。

３
月
28
日
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
市
内
各

地
の
残
雪
状
況
の
現
地
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
班
に
分
か
れ
て
、
各

地
区
の
主
要
な
場
所
の
残
雪
を
計
測

し
、
今
後
の
農
作
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

情
報
提
供

春
先
の
農
作
業
へ
の
懸
念
は
無
し

・
今
年
の
残
雪
の
特
徴
は
ザ
ラ
メ
雪

で
、
積
雪
の
上
層
部
は
測
定
器
が

刺
さ
る
ほ
ど
柔
ら
か
い
。

・
例
年
は
地
面
と
雪
の
間
に
空
洞
が

で
き
る
が
、
今
年
は
あ
ま
り
な
く
、

地
面
に
近
い
部
分
の
雪
は
固
く
締

ま
っ
て
い
る
。

・
昨
年
よ
り
も
融
雪
が
遅
れ
て
い
る

が
、
例
年
ど
お
り
の
天
候
が
続
け

ば
、
春
先
の
農
作
業
へ
の
影
響
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
３
月
28
日
時
点
で
の
調
査
結
果
）

最大積雪深230㎝を記録し、豪雪となったこ
の冬。３月下旬でも田畑は一面雪に覆われ、雪
による農作業の遅れが心配されたため、農業委
員会による残雪調査が行われました。

３
月
16
日
午
後
11
時
36
分
頃
、

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
６
強
の
地
震
が
発
生
。
尾
花
沢

市
で
も
震
度
４
を
観
測
し
ま
し
た

が
、
本
市
と
災
害
協
定
を
締
結
し

て
い
る
宮
城
県
大
崎
市
で
は
震
度

６
弱
を
観
測
し
、
断
水
な
ど
の
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
発
生
日
の
翌
日
か
ら
、
尾

花
沢
市
で
は
環
境
衛
生
事
業
組
合

と
合
同
で
給
水
支
援
活
動
を
実
施
。

大
崎
市
の
中
で
も
特
に
断
水
被
害

が
大
き
か
っ
た
松
山
地
区
・
田
尻

地
区
に
職
員
が
向
か
い
、
通
水
す

る
ま
で
の
４
日
間
、
給
水
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
７
月
の
豪
雨

災
害
の
際
、
飲
料
水
の
提
供
な
ど

多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
、
大
崎
市
の
ほ
か
、
今
回

の
地
震
で
断
水
等
の
被
害
を
受
け

た
福
島
県
相
馬
市
に
も
、
飲
料
水

の
物
資
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

福
島
県
相
馬
市
で
は
住
宅
な
ど

に
も
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
３

月
28
日
か
ら
３
日
間
、
市
か
ら
職

員
１
名
を
派
遣
し
、
現
地
で
家
屋

の
被
害
認
定
調
査
業
務
の
応
援
活

動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

▲童謡｢ふるさと｣の演奏に聞き入る参加者たち

▲会議室 ▲図書室 ▲懐かしい写真が並ぶメモリアルホール

▲延沢出身の安孫子竹春代表取締役は、「今回の事業集約
により、より一層の地域活性化、発展の一助となるよう、
事業にまい進したい」と意気込みを語りました。

▲大きな被害を受けた福島県相馬市へ、応援職
員を派遣。３月28日から３月30日の３日間、
被災した家屋の被害認定調査を行いました。

▲３月18日に宮城県大崎市へ、3月19日には福
島県相馬市へ、ペットボトル飲料水の支援を
行いました。

▲宮城県大崎市での給水活動の様子。地震
発生翌日の３月17日から３月20日までの
４日間、職員が交代で現地での支援活動
に当たりました。

▲３月28日に行われた残雪調査の様子。
※主な調査地点での残雪量は次のとおり
でした。
牛房野115㎝、西原98㎝、市野々140㎝、
原田125㎝、鶴子160㎝

㈱トキワプラス（本社：埼玉県狭山
市）が福原工業団地に新工場を建設す
ることを決め、3月24日に「売買契約
書リモート調印式」が行われました。
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1月中旬から各スキー大会が開催され、本市の選
手が大活躍しました。主な大会の結果についてお
知らせします。
※各大会10位までを掲載。(敬称略)

第
73
回
山
形
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
・
第
71

回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
県
予
選
会
・
第

43
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
県
予

選
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】１
月
15
日
〜
１
月
17
日

▼
女
子
フ
リ
ー
５
km

１
位

佐
藤

愛
莉
（
北
村
山
高
）

２
位

西
塚

結
（
北
村
山
高
）

３
位

大
場

友
咲
（
新
庄
北
高
）

▼
男
子
フ
リ
ー
10
km

２
位

落
合

優
真
（
北
村
山
高
）

▼
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
km

１
位

大
場

友
咲
（
新
庄
北
高
）

２
位

西
塚

結
（
北
村
山
高
）

３
位

佐
藤

愛
莉
（
北
村
山
高
）

▼
女
子
リ
レ
ー
５
㎞
×
３

１
位

北
村
山
高
（
西
塚
結
、
佐
藤
愛
莉
）

第
61
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
兼
第
59
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
予
選

会
兼
第
58
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
予
選
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】１
月
15
日
〜
１
月
17
日

▼
女
子
フ
リ
ー
３
㎞

１
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

２
位

鈴
木

玲
菜
（
福
原
中
）

▼
男
子
フ
リ
ー
５
km

３
位

落
合

信
輝
（
尾
花
沢
中
）

６
位

遠
藤

雅
空
（
尾
花
沢
中
）

▼
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
３
㎞

１
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

２
位

鈴
木

玲
菜
（
福
原
中
）

▼
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
km

１
位

落
合

信
輝
（
尾
花
沢
中
）

３
位

遠
藤

雅
空
（
尾
花
沢
中
）

▼
男
子
リ
レ
ー
５
km
×
４

２
位

尾
花
沢
中
学
校
（
遠
藤
雅
空
、
落
合
信

輝
、
安
西
思
温
、
小
林
亮
輝
）

第
61
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会

【ア
ル
ペ
ン
】１
月
16
日
〜
１
月
17
日

▼
女
子
回
転

４
位

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

６
位

佐
久
間
優
衣
（
尾
花
沢
中
）

８
位

佐
藤

怜
海
（
尾
花
沢
中
）

▼
男
子
回
転

６
位

佐
久
間
琉
大
（
尾
花
沢
中
）

▼
女
子
大
回
転

６
位

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

８
位

佐
久
間
優
衣
（
尾
花
沢
中
）

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
山
形
県
予
選
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】１
月
18
日

▼
少
年
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㎞

１
位

西
塚

結
（
北
村
山
高
）

２
位

大
場

友
咲
（
新
庄
北
高
）

３
位

佐
藤

愛
莉
（
北
村
山
高
）

▼
少
年
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
㎞

２
位

落
合

優
真
（
北
村
山
高
）

３
位

鈴
木

竣
介
（
新
庄
北
高
）

▼
成
年
男
子
Ａ

２
位

石
山

柊
平
（
東
京
農
業
大
・
尾
花
沢
中
出
身
）

令
和
３
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
59
回
全

国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】２
月
２
日
〜
２
月
４
日

▼
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
３
km

１
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

▼
女
子
フ
リ
ー
３
km

３
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

４
位

鈴
木

玲
菜
（
福
原
中
）

第
71
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】２
月
７
日
〜
２
月
10
日

▼
男
子
フ
リ
ー
10
km

３
位

遠
藤

佳
人
（
秋
田
北
鷹
高
・
尾
花
沢
中
出
身
）

▼
男
子
リ
レ
ー
10
km
×
４

４
位

秋
田
北
鷹
高（
遠
藤
佳
人
・
尾
花
沢
中
出
身
）

▼
女
子
リ
レ
ー
５
km
×
３

８
位

北
村
山
高
（
西
塚
結
、
佐
藤
愛
莉
）

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会

美
の
国
あ
き
た
鹿
角
国
体
２
０
２
２

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】２
月
18
日
〜
２
月
20
日

▼
少
年
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
km

６
位

落
合

優
真
（
北
村
山
高
）

８
位

遠
藤

佳
人
（
秋
田
北
鷹
高
・
尾
花
沢
中
出
身
）

▼
少
年
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
km

４
位

大
場

友
咲
（
新
庄
北
高
）

▼
少
年
男
子
リ
レ
ー
10
km
×
４

２
位

山
形
県
（
鈴
木
竣
介
、
落
合
優
真
）

４
位

秋
田
県
（
遠
藤
佳
人
・
尾
花
沢
中
出
身
）

▼
女
子
リ
レ
ー
５
km
×
４

８
位

山
形
県
（
大
場
友
咲
、
佐
藤
愛
莉
、
西

塚
結
）

JU
N
IO
R
O
LY
M
P
IC
C
U
P
２
０
２
２

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
全

日
本
小
・
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー
大
会

【ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】３
月
10
日
〜
３
月
13
日

▼
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
km
中
学
１
年
の
部

１
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

▼
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
km
中
学
２
年
の
部

１
位

落
合

信
輝
（
尾
花
沢
中
）

▼
女
子
フ
リ
ー
５
km
中
学
１
年
の
部

１
位

大
場

明
咲
（
福
原
中
）

▼
男
子
フ
リ
ー
10
km
中
学
２
年
の
部

２
位

落
合

信
輝
（
尾
花
沢
中
）





新たに着任した地域おこし協力隊それぞれに、
菅根市長より通知書が手渡されました。

埼
玉
県
出
身
の
中
里
さ
ん
は
、
徳

良
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟
内

「
グ
ー
ス
カ
フ
ェ
」の
運
営
を
は
じ
め
、

徳
良
湖
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
や

新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
携
わ
り
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
と
し
て
舞
台

に
出
演
し
て
い
た
中
里
さ
ん
は
、
カ

フ
ェ
文
化
の
盛
ん
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
、
３
年
間
コ
ー
ヒ
ー
を
学
ん

だ
経
験
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
経
験
を

活
か
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
意
気
込
み
ま
す
。「
尾
花
沢
の

食
材
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
考
案
し

た
い
」
と
話
す
中
里
さ
ん
。
中
里
さ

ん
の
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
は
、
グ
ー
ス

カ
フ
ェ
で
味
わ
え
ま
す
。

山
形
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
団
体

な
ど
に
贈
ら
れ
る
、
輝
く
県
民
活
躍
大
賞
。

西
原
地
区
親
睦
会
（
花
い
っ
ぱ
い
の
会
）

が
受
賞
し
、
３
月
22
日
、
受
賞
報
告
の
た

め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

西
原
地
区
親
睦
会
は
、
地
区
民
手
づ
く

り
の
か
か
し
を
設
置
し
て
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
が
地
域
に

根
付
い
て
お
り
、
景
観
形
成
や
鳥
獣
被
害

防
止
の
効
果
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
地
域
ぐ

る
み
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
で
あ
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

溝
越
会
長
は
「
興
味
が
な
い
人
に
も
目

を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
し
な

が
ら
、
地
域
が
少
し
で
も
明
る
く
楽
し
め

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

▲写真左から菅根市長、溝越会長、事務局の渡辺さん。



▲３月３日、委嘱状を交付された中里さん
(写真左）。

山
形
市
出
身
の
会
田
さ
ん
は
、
そ

ば
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
過
程
を

見
聞
き
し
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、

尾
花
沢
そ
ば
の
知
名
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

会
田
さ
ん
は
東
北
芸
術
工
科
大
学

卒
業
後
、
東
京
で
公
園
や
造
園
に
関

す
る
仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
山
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
仕
事
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
協

力
隊
の
募
集
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

本
市
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

「
尾
花
沢
と
言
え
ば
そ
ば
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
語
る
会
田
さ
ん
。

そ
ば
打
ち
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

中な
か

里ざ
と

裕ゆ

美み

さ
ん

▲４月１日、任用通知書を交付された会田
さん(写真左）。

３
月
３
日
着
任

(グ
ー
ス
カ
フ
ェ
運
営
）

会あ
い

田た

朋と
も

史ふ
み

さ
ん

４
月
１
日
着
任

(尾
花
沢
そ
ば
振
興
）



常盤小５・６年生が、常盤地区でニット帽
を販売している会田喜文氏を講師に仕事や生
き方、夢についてキャリア学習を行いました。
氏は「周囲に色々言われて不安なこともあっ
たけど、好きなことをやって良かったです。
皆さんも好きなことを見つけたらとことん続
けてください」とメッセージを伝えました。

３/16

スノーシューdeウォーキング
雪原探検に出発！3/12･21

北村山高校そばガールズの皆さんが、端切
れやペットボトルキャップを利用してピンク
ッションを320個作成。尾花沢市・大石田町
の小学４年生に贈呈しました。５年生になっ
て初めて学ぶ家庭科で使うのが楽しみですね。

自然体験活動団体「ぷらいべぇとくらぶ」
主催の雪原探検が、上柳健康増進施設付近で
開催。参加者はスノーシューを履いて雪原を
歩き、リスを見たり、肥料袋でそりを楽しん
だりして、大自然を満喫しました。

そばガールズ ピンクッション(針刺し)贈呈
初めての裁縫楽しみだね

３/11
交通安全母の会｢ランドセルカバー｣贈呈
元気に、安全に登校してね

｢宝くじ号｣贈呈式
県防犯協会から
青パト車が１台配備３/３

市交通安全母の会は、新１年生に交通安全
を意識してもらおうと、雪ごろうがデザイン
されたランドセルカバーと交通安全標語入り
鉛筆を作成しました。この２つは、市内小学
校の入学式で、新１年生全員に贈られます。

山形県防犯協会連合会から尾花沢市防犯協
会へ、青色回転灯付防犯パトロール車１台が
配備されました。この車は、日本宝くじ協会
からの助成を受けて贈られたものです。今後、
市内の防犯パトロールに活用されます。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

足湯新幹線として親しまれ、福島駅－新庄
駅間を運行してきた｢とれいゆつばさ｣が、3
月27日にラストランを迎えました。最後の運
行を見送るため、尾花沢市商工会女性部と市
職員が、大石田駅のホームで花笠踊りを披露。
乗客は賑やかな音楽に誘われてホームに降り
立ち、豪快な笠回しを楽しんでいました。

３/27

常盤小学校キャリア教室
好きなことを見つけて、
とことん続けて２/22

足湯新幹線｢とれいゆつばさ｣ラストラン
花笠踊りでお見送り

子どもたちに本市の特産品を味わってもら
おうと、市内全保育園・幼稚園の給食に雪き
らりと雪降り和牛が提供されました。尾花沢
幼稚園では「すきやき」が登場。お皿いっぱ
いに盛り付けられたお肉を頬張り、思わず「う
まい！」と叫ぶ子も。ごはんをおかわりする
子も続出で、皆お腹いっぱいいただきました。

２/10～17

｢幻米さわのはなクラブ｣が種子選抜を行い
ました。この作業は、収穫した稲から優秀な
種子を選ぶものです。参加者は種子をじっく
りと観察し、濁りが少ない粒を選びました。
選ばれた種子の一部は品種保存用の田んぼに
植えられ、残りはクラブの皆さんがそれぞれ
栽培し、貴重な米を守り広めていきます。

３/15

市内保育園・幼稚園で地産地消給食
うまい！尾花沢のお米と牛肉

尾花沢で生まれた幻の米を保存・広める活動
熟練の目で優秀な種子を見極める

▲３月11日、尾花沢地区交通安全母の会が代表し、
尾花沢小学校で贈呈式を行いました。
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vol.58

『北村山高校生｣は、コロナなんかに
負けない。挑戦あるのみ。

今
回
は
首
都
圏
尾
花
沢
会
の

会
員
、
八
代
一
男
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

江
東
区
で
八
代
さ
ん
が
経
営

し
て
い
る
｢長
生
整
体
道
｣を
訪

問
。
２
年
半
ぶ
り
に
お
会
い
す

る
八
代
さ
ん
は
、
満
面
の
笑
顔

で
招
き
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
前
に
体
を
診
て
あ
げ
る
と
言
い
、
次
々
と
具
合

の
悪
い
と
こ
ろ
を
言
い
当
て
な
が
ら
施
術
が
進
み
ま
す
。
す
っ
か

り
体
が
軽
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
開
始
。

八
代
さ
ん
は
昭
和
19
年
生
ま
れ
、
尾
花
沢
駅
近
く
の
家
で
育
ち
、

８
歳
の
時
に
家
族
と
と
も
に
東
京
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
39
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
フ
リ
ー
ラ
イ
フ
ル
競
技
で
的
の
当
た

り
外
れ
を
報
告
す
る
監
的
手
を
務
め
、
担
当
し
た
ア
メ
リ
カ
人
選

手
が
世
界
記
録
で
優
勝
し
た
際
に
は
「
優
勝
で
き
た
の
は
あ
な
た

た
ち
の
お
陰
だ
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
親
善
の

役
割
を
担
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
当
時
の
美
智
子
皇
太
子
妃
殿
下
の
Ｓ
Ｐ
に
任

命
さ
れ
る
栄
誉
を
授
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
が
、
交
通
事
故
に
よ
り
残
念
な
が
ら
ト
レ
ー

ナ
ー
へ
転
向
。
40
代
で
整
体
師
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

整
体
を
通
し
て
築
い
た
人
脈
は
政
界
、
芸
能
界
、
角
界
、
ソ
ム

リ
エ
協
会
な
ど
そ
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
往
診
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
回
も
「
尾
花
沢
の
た

め
な
ら
」
と
忙
し
い
中
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

優
し
く
笑
顔
の
素
敵
な
八
代
さ
ん
で
し
た
。(記

者
＝
森
山
） 首都圏尾花沢会会長

森山
もりやま

馨
かおる

さん
(押切出身)が紹介します

『魅
力
的
な
制
服
へ
』

北
村
山
高
校
の
制
服
に
「
女
子
用

ネ
ク
タ
イ
」
と
「
女
子
用
ス
ラ
ッ
ク

ス
」
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
女
子
生

徒
制
服
の
着
用
は
、
ス
カ
ー
ト
ま
た

は
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
リ
ボ
ン
ま
た
は
ネ

ク
タ
イ
の
組
み
合
わ
せ
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『地
域
考
究
・
産
業
社
会
と
人
間
の
発
表
会
』

２
月
９
日
に
「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

に
関
わ
る
こ
と
」
や
「
探
究
学
習
で

の
成
果
に
関
わ
る
こ
と
」
の
発
表
が

校
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
(進
路
)に
関
す
る
考
え
を

深
め
、
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
を
大

切
に
し
、
継
続
し
て
学
び
続
け
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

『令
和
３
年
度
卒
業
式
挙
行
』

３
月
１
日
に
令
和
３
年
度
の
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
76

名
の
皆
さ
ん
が
、
北
村
山
高
校
で
学

ん
だ
誇
り
を
糧
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
先
で
精
一
杯
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
し
ま
す
。

『生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
』

３
月
23
日
に
、
令
和
３
年
度
生
徒

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

・
令
和
４
年
度
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
部
活
動
の
活
性
化

・
令
和
４
年
度
の
生
徒
会
活
動
内
容

に
つ
い
て
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
北
村
山
高
校
の
新
た

な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
活
躍
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

生徒会リーダー研修会 卒業式 地域考究・産業社会と人間の発表会

新たな女子制服

▲インタビューに応じてく
れた八代一男さん
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県
内
産
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら
基
準
値
を

超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
る
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
生
す
る
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
採
取
お
よ

び
出
荷
、
飲
食
に
つ
い
て
の
自
粛
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
農
林
課
農
村
林
務
係

☎
(22
)１
１
１
５

自
生
コ
シ
ア
ブ
ラ
採
取
自
粛
の
お
願
い

市営住宅 入居者募集

募集住宅 所在
地区

戸
数 概 要 家 賃

(月額)
駐車場
使用料 特記事項

長根下住宅
２号棟

(ＲＣ造４階建)
新町 ３ 昭和55年建築／３･４階３ＤＫ

16,200～
31,800円 なし ・

一
般
世
帯
向

・
単
身
入
居
可

(た
だ
し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
）

荒楯第２住宅
１号棟

(ＲＣ造４階建)
荒楯 2 平成10年建築／３･４階

３ＤＫ
22,300～
43,800円

月額
600円

荒楯第２住宅
２号棟

(ＲＣ造３階建)
荒楯 1 平成12年建築／１階

２ＤＫ
18,100～
35,500円

月額
600円

荒楯第２住宅
２号棟

(ＲＣ造３階建)
荒楯 1 平成12年建築／３階

３ＤＫ
21,900～
43,000円

月額
600円

下新田団地
(ＲＣ造４階建) 上町 １

平成13年建築／２階
２ＬＤＫ

エレベーター有

22,600～
44,500円

月額
2,600円
(屋内)

福原よつば住宅
(木造２階建) 荻袋 １ 平成21年建築

（戸建） ３ＬＤＫ
22,100～
43,500円 なし

期限付入居
小学6年以下の
子がいる世帯

■
日
時
／
４
月
24
日
(日
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
40
分

■
時
間
、
場
所
、
訓
練
内
容
／

●
午
前
９
時
〜

消
防
署
訓
練
場
、
観

閲
・
訓
練
礼
式

●
午
前
10
時
10
分
〜

上
町
・
中
町
商

店
街
、
一
斉
放
水
・
分
列
行
進

※
一
斉
放
水
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
雨
天
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
係

☎
(22
)１
１
３
１

【県
縦
断
駅
伝
を
応
援
し
よ
う
】

今
年
も
県
縦
断
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
、
本
市
は
４
月
28
日
(木
)に
通
過
し

ま
す
。
午
前
９
時
半
頃
に
市
役
所
前
中

継
所
を
通
過
し
ま
す
が
、
大
声
を
出
し

て
の
沿
道
応
援
、
大
人
数
で
密
に
な
る

応
援
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
か
ら
コ
ー
ス
が
変
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ア
グ
リ
ウ
ー
マ
ン
塾

受
講
生
募
集

農
業
経
営
に
意
欲
的
な
若
手
女
性
農

業
者
を
対
象
に
、
実
践
力
と
経
営
感
覚

を
養
い
、
そ
の
活
躍
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
養
成
塾
で
す
。

■
研
修
期
間
／
全
６
回

(令
和
４
年
５
月
〜
令
和
５
年
１
月
）

■
募
集
人
員
／
12
人
程
度

■
場
所
／

西
村
山
地
域
振
興
局
(寒
河
江
市
)等

■
受
講
料
／
無
料
(実
費
負
担
あ
り
)

■
申
込
方
法
／
北
村
山
農
業
技
術
普
及

課
(村
山
市
楯
岡
)☎
(47
)８
６
３
７

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
５
月
６
日
(金
)

問
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３
(22
)８
７
９
４

障
害
者
手
帳
(身
体
・
知
的
・
精
神
）

を
お
持
ち
の
方
が
軽
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
場
合
、
障
が
い
の
区
分
に
応
じ

て
、
軽
自
動
車
税
(種
別
割
)が
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
普
通
自
動

車
を
含
め
て
１
人
１
台
に
限
る
）

■
対
象
車
／
障
が
い
の
あ
る
方
本
人
名

義
の
車
（
た
だ
し
、
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
18
歳
未
満
の
方
ま
た
は
知

的
・
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
方
と
生

計
を
一
に
す
る
方
名
義
の
車
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
運
転
者
／

①
障
が
い
者
本
人

②
家
族
（
生
計
を
一
に
す
る
方
が
障
が

い
者
の
た
め
に
継
続
的
に
運
転
す
る

場
合
）

③
介
護
者
（
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
の

世
帯
で
、
そ
の
方
の
通
学
、
通
院
も

し
く
は
生
業
の
た
め
に
、
常
時
介
護

す
る
方
が
日
常
的
に
運
転
す
る
場

合
）

■
持
ち
物
／
令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税

(種
別
割
)納
税
通
知
書
、
障
害
者
手

帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

通
知
書

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

軽
自
動
車
税
(種
別
割
)減
免
の

お
知
ら
せ

｢税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
｣

応
募
作
品
展

※家賃は令和４年度の家賃です。
問建設課 都市住宅係【内線287】

｢消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
｣説
明
会

村
山
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
応
募
作
品
展
を
村
山
駅
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
村
山
税
務
署

管
内
の
３
市
１
町
の
小
学
６
年
生
が
作

成
し
た
585
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
28
日
(木
)ま
で

■
場
所
／
村
山
駅
２
階
売
店
奥
の
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
村
山
税
務
署

☎
(53
)２
１
５
１

市
報
３
月
15
日
号
と
同
時
に
全
戸
配

布
し
た
「
尾
花
沢
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
左
記
の
文
章

を
追
加
し
ま
す
。

■
追
加
文
章
／
井
戸
の
掘
削
、
ポ
ン
プ

の
設
置
等
が
補
助
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
建
設

課
都
市
住
宅
係
【内
線
287
】ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

( ）

■敷金／入居時家賃の３カ月分
■受付期間／４月15日(金)～４月22日(金)
■入居決定／優先入居または公開抽選
■入居時期／６月上旬頃
■申込先／建設課

春
季
消
防
大
演
習
の
開
催

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【全
国
花
笠
マ
ラ
ソ
ン
大
会

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

５
月
３
日
(火
)に
徳
良
湖
で
開
催
す

る
全
国
花
笠
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
、

左
記
の
と
お
り
交
通
規
制
し
ま
す
。

※
午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時
30
分
は
、

花
笠
の
湯
と
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ

の
出
入
り
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係
【内
線
325
】

■
県
縦
断
駅
伝
コ
ー
ス
／

■
申
請
場
所
／
市
民
税
務
課

市
税
係

■
申
請
期
限
／
５
月
２
日
(月
)

※
申
請
期
限
後
は
減
免
手
続
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
務
課
市
税
係

☎
(22
)１
１
１
７
(直
通
）

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
は
、
事

前
予
約
制
で
す
。
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
各
回
と
も
定
員
に
な
り

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
26
日
(火
）、
５
月
31
日

（
火
）、
午
前
10
時
〜

説
明
内
容
は
各
日
と
も
同
じ
で
す
。

■
会
場
／
村
山
税
務
署
１
階
会
議
室

問
村
山
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
(53
)２
１
５
１

尾
花
沢
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
に
つ
い
て
追
加
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

市
報
３
月
15
日
号
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
、
各
地
区
の
最
大
積
雪
深
と
累
積

降
雪
量
（
令
和
４
年
２
月
24
日
時
点
デ

尾花沢地区 最大積雪深 累積降雪量

アメダス 206㎝
(Ｒ4.２.7）

消防署観測地点 230㎝
(Ｒ4.２.7） 682㎝

５地区平均
(消防署観測地点・福原・
宮沢・玉野・常盤)

最大積雪深 累積降雪量
237㎝ 899㎝

ー
タ
よ
り
）

の
内
、
尾
花

沢
地
区
の
累

積
降
雪
量
、

５
地
区
平
均

の
累
積
降
雪

量
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
下

記
の
と
お
り

で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。


